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作成日：2024 年 10 月 29 日 

 

-東京レガシーハーフマラソン 2024 スペシャルオリンピックス日本報告書-   

公益財団法人スペシャルオリンピックス日本（SON）は 2024 年 10 月 20 日（日）に国立競技場で開催

された『東京レガシーハーフマラソン 2024』に、東京マラソン財団チャリティ RUN with HEART のチャリティ寄付

先団体として参加いたしました。10 名（国内ランナーのみ）の方が SON を寄付先団体として選択くださり、チャ

リティランナーとして本大会に参加しました。SON へのご寄付は総額 520,000 円となり、チャリティランナーの皆さ

まからの温かい「走る応援」は、スペシャルオリンピックス（SO）活動の大切な力として、SO 冬季世界大会・トリノ

への SO 日本選手団派遣はじめとする、SO 活動全般に大切に活用させていただきます。 

当日は、国立競技場のチャリティラウンジでのブース出展を行いました。SON のアスリートアンバサダー（AA）2

名がチャリティランナーの皆さまへご支援のお礼や SO 活動の広報等を行うためブースに立ち、交流しました。 

 

■ 日 時 ：2024 年 10 月 20 日（日）6：30～12：00 頃（チャリティラウンジ） 

■ 場 所 ：国立競技場（〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町 10-1） 

■実施内容：チャリティラウンジにおけるブース運営、SON 広報活動、記念品のお渡し 

■参 加 者 ：SON アスリートアンバサダー・伊藤うらら、稲山芙雨珂 、SON スタッフ 
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ブースでの活動内容 

東京レガシーハーフマラソン 2024 チャリティラウンジ 

『東京レガシーハーフマラソン 2024』のチャリティラウンジは国立競技場で開催されました。 

SON は東京マラソン財団チャリティ RUN with HEART の寄付先団体としてチャリティラウンジにてブースを出

展、『東京レガシーハーフマラソン 2024』に参加したチャリティランナーの皆さまにご支援のお礼をはじめ、SO 活動

の普及・促進する広報活動を行いました。 

当日は AＡの伊藤うらら（SON・神奈川所属）さん、稲山芙雨珂
ふ う か

（SON・東京所属）さんも SON のブースに立ちました。ブースにお立ち寄りい

ただいたチャリティランナーの方たちへ、ご支援への感謝の気持ちをお伝えし、本

大会の出走、完走への敬意の気持ちも込め、オリジナルチョコレートとピンバッヂ、

SON ステッカーのギフトセットをお渡ししました。 

 

また、改めて、AA から「SON とはどういった組織であるか」をご説明し、SO 活動の広報活動も行いました。チャ

リティランナーの方からは「何の競技を行っているのですか？」と質問された際には、伊藤さんは「卓球とバドミントン

です」、稲山さんは「チアリーディングを行っています」と受け答えする等、チャリティランナーの方と「スポーツ」というトピ

ックを通じて交流しました。チャリティランナーの方から「頑張ってください！応援しています！」ともお声を掛けていた

だき、AA の２名も力強く「はい！」と返答しました。 

 

これまで AA の取り組みとして映像制作の実施、

SO 活動に携わる方々へインタビューを行う等の活動

を実施してきました。今回は、SO 活動をご支援して

下さっている方へ SO 活動の広報を行い、「更に SO

を好きになってもらう」をテーマに取り組みました。伊藤

さん、稲山さんは AA としてのこうした現場での広報

活動は初めてでしたが、ブース対応後には「（SON

とは？を）スムーズに言えた」、「今回は SON の概

要をお話しできたので、次は色んな競技が SO で行

われていることも加えて話せると思う」、「チャリティラン

ナーの皆さんがすごく優しかった」や、「（チャリティラン

ナーの皆さんは）一生懸命頑張っているんだなと思っ

た」という感想があり、加えて次回広報活動の機会へ

の意欲も語りました。 
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なお、撮影協力いただきました皆さまの様子は、『東京レガシーハーフマラソン 2024』大会当日に 

SON 公式 SNS で掲載させていただきました。下記 URL をご覧ください。 

 

・ F a c e b o o k ：https://www.facebook.com/so.nippon/ 

・ X（旧ツイッター）：https://twitter.com/so_nippon 

・ イ ン ス タ グ ラ ム ：https://www.instagram.com/specialolympics_nippon/?hl=ja 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブースの様子＆お立ち寄りいただいたチャリティランナーの方々 
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ホスピタリティ 

チャリティランナーの皆さまを対象に下記グッズを事前発送、『東京レガシーハーフマラソン 2024』におけるチャリテ

ィラウンジでお渡しさせていただきました。SON オリジナル T シャツは、表に「Special Olympics Nippon-RUN- 

Anything is possible」、裏面に SON のスローガンである「Be with all」をプリントしたもので、大会当日もチャ

リティランナーの方も着用いただいている方もお見掛けしました。ブースに立った AA の２名も同じ T シャツを着用し

てチャリティランナーの方と交流しました。 

 

・ SON オリジナル T シャツ 

・ SON ステッカー、オリジナルチョコレート、Sport with all 2024 ピンバッヂのセット 

・ SON 事業紹介フライヤー 

・ SON の活動動画紹介フライヤー 
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『第 3 回パラ陸上教室 in 国立競技場』の参加 

『東京レガシーハーフマラソン 2024』と同じ日に開催された『第 3 回パラ陸上教室 in 国立競技場』の参加に参加

しました。「どんな障がいのある人もスポーツの聖地・国立競技場のフィールドに立ち、アスリートが感じた興奮と感動を体

験することで、次の成長を育み、新たな夢が目指せる機会を提供」を背景に開催された本教室には、SON・千葉から

6 名の SO アスリート（※1）達も参加しました。 

 

■日 時 ： 2024 年 10 月 20 日（日）14:00～15:30 

■実施教室及び募集対象： 教室①レーサー（競技用車いす）・フレームランニング陸上教室（定員 40 名） 

教室②チャレンジ陸上教室（定員 80 名） 

※希望者は 15:30～実施する国立競技場のメインストレート 100m でタイム計測を行う

「100m チャレンジ(タイム計測)」に参加可能 

■SO アスリートの参加： スペシャルオリンピックス日本・東京、千葉のアスリートが参加しました 

■参 考 U R L ： https://www.sportslegacy.jp/news/4501 

 

本教室に参加した SO アスリートの保護者からは、小さい子から大人まで沢山の世代の方が参加していて、良い刺

激をもらえることや、言葉の説明だけでなく実際にやり方を見せて参加者が分かりやすく説明を受けられる工夫がされて

いる様子をお聞きしました。さらに、国立競技場というなかなか普

段入れない場所でこのような体験を出来ることは参加者や保護

者にとって貴重な機会であること、次回以降も是非参加したいと

いうコメントがありました。 

本教室の取り組みにつきましては、SO が取り組んでいるユニ

ファイドスポーツ®（※2）活動にも共鳴する部分が沢山あり、

今後、SON としても SO アスリート達が本教室に参加できるよう

に体制を整えていきたいと考えています。 

 

＜参加した SOＮ関係者からのコメント＞ 

1. SO アスリート達はいつもの練習より楽しそうに嬉しそうに練習に励んでいました。 

2. 普段は練習場の関係で直線を走ることがなかなか無いため 100ｍ記録は貴重な機会となりました。 

3. オリンピックや世界陸上、世界のトップアスリートが走る競技場に立てたこと、走れたこと、一生に一度の思い出を頂

いたと嬉しく思いました。障害のある息子につれて来てもらった…と、今でも幸せな気持ちです。 

4. ファミリー（※3）の方も観覧席ではなくフィールドに立てたのは本当に感動で、忘れられない景色を見させて頂き

ました。 

5. スポーツを通して豊かな気持ちになれたことも大きな収穫でした。また機会があれば参加したいです！ 

6. 発表の場である 100m 走は気持良さそうに駆け抜けていました。70ｍ付近からは有森裕子さん（前 SON 理

事長 /現 SON ユニファイドスポーツ®アンバサダー）の応援伴走を受けて（※4）、ファミリーも感激・感動しまし

た。 
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※1 スペシャルオリンピックスで活動する知的障害のある人をアスリートと呼称します。 

※2 知的障害のある人（アスリート）と知的障害のない人（パートナー）がチームメイトとなり、一緒にスポーツをする、スペシャルオリンピックス

（SO）独自の取り組みです。https://www.son.or.jp/business/unified/ 

※3 SO のアスリートの保護者をファミリーと呼称します。 

※4 当日、会場にいらっしゃった有森裕子さんが「100m チャレンジ(タイム計測)」の際、参加者全員に対して伴走し、エールを送っていました。 

 

パラ陸上教室の様子 

  

写真提供：スペシャルオリンピックス日本・千葉 我孫子市陸上プログラム 

 

以上 

（公財）スペシャルオリンピックス日本は、東京マラソン財団チャリティ RUN with HEART の寄付先団体です。 

東京マラソン財団チャリティ RUN with HEART 公式ウェブサイト: https://www.runwithheart.jp/ 
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